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国際安全保障学会 
2017 年度年次大会 

Japan Association for International Security 
Annual Conference 2017 



第 1 日目 12 月 2 日（土） 

◇受付 C 館５階 C５０１前   09：30 

◇セッションⅠ  10：00～11：30 

分科会① 米国の軍事・安全保障     （会場：C５０１） 

報告 

現代の対反乱戦(COIN)において「民衆の支持」は本当に重要なのか？ 

―「イスラーム国」後のグローバル・ジハード主義勢力にどう対処するか― 

溝渕正季（名古屋商科大学） 

米海軍戦略における「作戦術」の適用と課題―目的・方法・手段の視点から 

下平拓哉（防衛省防衛研究所） 

米国の核不拡散に向けた経済制裁 松本栄子（拓殖大学大学院） 

討論  泉川泰博（中央大学） 

司会兼討論 梅本哲也（静岡県立大学） 

分科会② 日本外交・防衛政策                  （会場：C３０１） 

報告 

なぜ日本と韓国は安全保障協力と反目を繰り返すのか 

李承宰（早稲田大学大学院博士候補生（元）） 

朝鮮半島をめぐる日本外交と国内政治 ―三木武夫の米朝「橋渡し」外交の論理― 

石田智範（慶應義塾大学） 

基盤的防衛力構想という「意図せざる合意」   千々和泰明（防衛省防衛研究所） 

討論  高橋和宏（防衛大学校） 

司会兼討論 鈴木祐二（拓殖大学） 

◇セッションⅡ 13：00～14：30 

部会①  これからの自衛隊 （会場：C５０１） 

報告 

自衛隊の統合運用  國見泰寛（防衛省統合幕僚監部防衛課長） 

陸上自衛隊の取り組み  浅賀政宏（防衛省陸上幕僚監部防衛課長） 

海上自衛隊の取り組み  羽渕博行（防衛省海上幕僚監部防衛課長） 

航空自衛隊の取り組み  佐川詳二（防衛省航空幕僚監部防衛課長） 

討論 香田洋二（ジャパンマリンユナイテッド顧問、元海将） 

司会兼討論 中川義章（小松製作所顧問、元陸将） 



分科会③  平和構築                       （会場：C３０１） 

報告 

脆弱国家に対する「安定化」概念の生成と変容 ―人道主義と介入主義の狭間で― 

                            藤重博美（法政大学） 

国連 PKOにおける文民保護（POC）の任務と要員の犠牲者の発生 

田辺亮（東海大学） 

ミャンマー連邦共和国ラカイン州「ロヒンギャ」問題に起因する新たな対立構造 

―扇動する仏教過激派と国内外イスラーム武装勢力― 石栗宏貴（拓殖大学大学院） 

討論                         井上実佳（東洋学園大学） 

司会兼討論                      久保田徳仁（防衛大学校） 

 

◇総会（会場：C５０１）                14：40～15：10 

 

 

 

◇セッションⅢ 特別講演（会場：C５０１）      15：20～16：50 

 

岡本行夫（外交評論家） 

「劣化する東アジアの安全保障環境と日本の対応」 

 

              司会 国際安全保障学会会長 高木誠一郎 

 

 

 

 

◇懇親会   B 館１階学生食堂             17：30～19：30  



第 2 日 12 月 3 日（日） 

◇受付    C 館５階 C５０１前               09：30 

 

◇セッションⅣ   10：00～11：40（部会②） 10：00～11：30（分科会④） 

部会② 北朝鮮の核・ミサイル問題（パートⅠ）―日本の軍事的戦略 （会場：C５０１） 

報告 

日米同盟下の我が国の敵地反撃能力 

廣中雅之（アジア・パシフィックイニシアティブ上級研究員、元空将） 

朝鮮半島における局地的抑止と日本 ―エスカレーション・ラダーと核戦力の位置― 

倉田秀也（防衛大学校） 

日本の対朝鮮半島戦略                伊豆見元（東京国際大学） 

討論                      道下徳成（政策研究大学院大学） 

司会兼討論                      赤木完爾（慶應義塾大学） 

 

分科会④ 安全保障の規範と法                   （会場：C４０３） 

報告 

日本の安全保障政策と規範の変化 ―国内・国際規範の分布状況から  

畠山京子（関西外国語大学） 

「自己安全保障化」としての平和主義 ―防衛・歴史認識に関する言語行為  

岡本至（文京学院大学） 

憲法９条の改正議論における昨今の情勢    上原広（衆議院議員政策担当秘書） 

討論                           遠藤哲也（拓殖大学） 

司会兼討論                 楠綾子（国際日本文化研究センター） 

 

◇セッションⅤ                     12：30～14：10 

部会③ 北朝鮮の核・ミサイル問題（パートⅡ）―メディアの視点から（会場：C５０１） 

報告 

北朝鮮の核・ミサイル開発とその政策的合理性 ―金正恩体制の核保有論理― 

                           磐村和哉（共同通信社） 

オバマからトランプへ ―米国のアプローチの変容とその陥穽― 

古本陽荘（毎日新聞社） 

日米韓と中国の政策調整の課題と問題点 ―長期目標のズレが生むきしみ― 

                         秋田浩之（日本経済新聞社） 

討論                          太田昌克（共同通信社） 

司会兼討論                      佐藤千矢子（毎日新聞社） 



部会④ 防衛装備と技術開発                  （会場：C４０３） 

報告 

防衛装備庁の役割と課題                   堀地徹（防衛省） 

防衛装備分野における産学官技術開発体制の現状と課題  村山裕三（同志社大学） 

防衛関連産業の現状と国際連携             畑田浩之（経済産業省） 

討論                         齊藤孝祐（横浜国立大学） 

討論兼司会                        佐藤丙午（拓殖大学） 

 

◇セッションⅥ                    14：20～16：00 

部会⑤ 北朝鮮の核・ミサイル問題（パートⅢ）―国際社会の対応 （会場：C５０１） 

報告 

米国の対応 ―「戦略的忍耐」とその後―     笹島雅彦（跡見学園女子大学） 

中国にとっての北朝鮮核・ミサイル問題         三船恵美（駒澤大学） 

対北朝鮮制裁の現状と課題、そして今後の展望 

古川勝久（元・国連安保理・北朝鮮制裁委員会・専門家パネル委員） 

討論                           山崎元泰（明星大学） 

司会兼討論                        川上高司（拓殖大学） 

 

部会⑥ トランプ政権の安全保障政策              （会場：C４０３） 

報告 

トランプ政権のアジア政策と日米同盟         福田毅（国立国会図書館） 

トランプ政権の対アフガニスタン・南西アジア政策  青木健太（お茶の水女子大学） 

トランプ政権とＮＡＴＯ ―言説と実態の交錯のなかから― 

鶴岡路人（慶應義塾大学） 

討論                         土山實男（青山学院大学） 

司会兼討論                      中山俊宏（慶應義塾大学） 
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